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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　環境音分析装置から伝送元の音響信号の音量に関する環境音量パラメタを取得して環境

音を生成する環境音合成システムであって、

　Nを１以上の整数の何れかとし、前記環境音はN個の再生部で再生されるものとし、

　前記環境音量パラメタによって表される音量を、N個の再生部で再生させて実現するた

めのパラメータである駆動パラメタに変換する駆動パラメタ算出部と、

　環境音のテンプレートである環境音素片テンプレートを記憶するテンプレート記憶部と

、

　環境音素片テンプレートの環境音の音量に対応する情報とその環境音素片テンプレート

の長さに対応する情報とを用いて、前記駆動パラメタの示す音量が平均的に実現されるよ

うに、その環境音素片テンプレートを発生させるタイミングを決定し、再生音を合成する

再生音合成部とを含む、

　環境音合成システム。

【請求項２】

　請求項１の環境音合成システムであって、

　前記再生音合成部は、前記駆動パラメタの示す音量が実現されるために必要な人数に対

応する人がそれぞれ前記再生部の存在する位置で環境音を発しているかのような再生音を

合成する、

　環境音合成システム。
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【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 ２ の 環 境 音 合 成 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 は 、 前 記 環 境 音 量 パ ラ メ タ に 基 づ き 、 １ つ の 再 生 部 で 実 現 す る

環 境 音 の 人 数 を 駆 動 パ ラ メ タ と し て 求 め 、

　 前 記 再 生 音 合 成 部 は 、 前 記 駆 動 パ ラ メ タ の 整 数 部 に 対 応 す る 人 が そ れ ぞ れ 前 記 再 生 部 の

存 在 す る 位 置 で 環 境 音 を 発 し て い る か の よ う な 再 生 音 を 合 成 し 、 前 記 駆 動 パ ラ メ タ の 少 数

部 に 対 応 す る 人 が N個 の 再 生 部 全 体 で 実 現 さ れ る よ う に 確 率 的 に 人 数 調 整 を 行 う 、

　 環 境 音 合 成 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ４ 】

　 環 境 音 分 析 装 置 か ら 伝 送 元 の 音 響 信 号 の 音 量 に 関 す る 環 境 音 量 パ ラ メ タ を 取 得 し て 環 境

音 を 生 成 す る 環 境 音 合 成 方 法 で あ っ て 、

　 Nを １ 以 上 の 整 数 の 何 れ か と し 、 前 記 環 境 音 は N個 の 再 生 部 で 再 生 さ れ る も の と し 、 テ ン

プ レ ー ト 記 憶 部 に は 、 環 境 音 の テ ン プ レ ー ト で あ る 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト が 記 憶 さ れ て

い る も の と し 、

　 前 記 環 境 音 量 パ ラ メ タ に よ っ て 表 さ れ る 音 量 を 、 N個 の 再 生 部 で 再 生 さ せ て 実 現 す る た

め の パ ラ メ ー タ で あ る 駆 動 パ ラ メ タ に 変 換 す る 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 ス テ ッ プ と 、

　 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 環 境 音 の 音 量 に 対 応 す る 情 報 と そ の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト

の 長 さ に 対 応 す る 情 報 と を 用 い て 、 前 記 駆 動 パ ラ メ タ の 示 す 音 量 が 平 均 的 に 実 現 さ れ る よ

う に 、 そ の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト を 発 生 さ せ る タ イ ミ ン グ を 決 定 し 、 再 生 音 を 合 成 す る

再 生 音 合 成 ス テ ッ プ と を 含 む 、

　 環 境 音 合 成 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ４ の 環 境 音 合 成 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 再 生 音 合 成 ス テ ッ プ は 、 前 記 駆 動 パ ラ メ タ の 示 す 音 量 が 実 現 さ れ る た め に 必 要 な 人

数 に 対 応 す る 人 が そ れ ぞ れ 前 記 再 生 部 の 存 在 す る 位 置 で 環 境 音 を 発 し て い る か の よ う な 再

生 音 を 合 成 す る 、

　 環 境 音 合 成 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ の 環 境 音 合 成 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 ス テ ッ プ は 、 前 記 環 境 音 量 パ ラ メ タ に 基 づ き 、 １ つ の 再 生 部 で 実

現 す る 環 境 音 の 人 数 を 駆 動 パ ラ メ タ と し て 求 め 、

　 前 記 再 生 音 合 成 ス テ ッ プ は 、 前 記 駆 動 パ ラ メ タ の 整 数 部 に 対 応 す る 人 が そ れ ぞ れ 前 記 再

生 部 の 存 在 す る 位 置 で 環 境 音 を 発 し て い る か の よ う な 再 生 音 を 合 成 し 、 前 記 駆 動 パ ラ メ タ

の 少 数 部 に 対 応 す る 人 が N個 の 再 生 部 全 体 で 実 現 さ れ る よ う に 確 率 的 に 人 数 調 整 を 行 う 、

　 環 境 音 合 成 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か の 環 境 音 合 成 シ ス テ ム と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ

る た め の プ ロ グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 伝 送 元 で 収 音 さ れ た 環 境 音 を 、 伝 送 先 で 再 生 す る 環 境 音 合 成 シ ス テ ム 、 そ の

方 法 及 び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 実 測 デ ー タ を も と に 算 出 し た 個 人 差 や 、 速 度 ・ 大 き さ の 揺 ら ぎ の 程 度 を 利 用 し て 、 単 独

の ユ ー ザ と 同 期 す る よ う に 複 数 の 拍 手 音 を 合 成 し 出 力 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 非 特 許

文 献 １ ） 。 ま た 、 あ る 地 点 の 音 を 別 の 場 所 に 伝 送 し 再 生 す る 技 術 と し て 、 音 響 符 号 化 技 術

が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 非 特 許 文 献 ２ で は 、 聴 覚 マ ス キ ン グ を 巧 み に 利 用 し 、 ま た 楽 器

の 特 性 を 利 用 し て 低 域 の 成 分 を 高 域 に コ ピ ー し て 使 う と い う 楽 音 の 特 性 に 合 わ せ た モ デ ル
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に よ り 、 低 ビ ッ ト レ ー ト で 品 質 の 高 い 音 響 符 号 化 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 非 特 許 文 献 １ は 、 ユ ー ザ と 同 調 す る 複 数 の 人 が そ の 場 に い る よ う な 環 境 を 仮 想 的 に 実 現

す る こ と を 目 的 と し た も の で あ り 、 ユ ー ザ の 拍 手 の ピ ッ チ に 合 わ せ て 仮 想 的 な 拍 手 音 を 合

成 す る 技 術 で あ り 、 実 在 す る 遠 隔 地 の 場 の 状 況 （ 拍 手 音 や 手 拍 子 ） を 、 別 の 場 所 に 伝 送 し

再 現 す る こ と は で き な か っ た 。 ま た 、 声 援 ・ 掛 け 声 な ど の 拍 手 音 以 外 の 環 境 音 を 伝 送 し 再

現 す る こ と は 対 象 と し て い な い 。 ま た 、 拍 手 音 や 声 援 ・ 掛 け 声 な ど の 環 境 音 は 純 粋 な 音 声

や 楽 器 音 と は 異 な り 白 色 雑 音 に 近 い た め 、 非 特 許 文 献 ２ の よ う な 従 来 の 音 響 符 号 化 技 術 で

は う ま く 表 現 で き ず 、 音 質 が 劣 化 し て い た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 伝 送 元 に お い て 収 音 さ れ た 拍 手 や 手 拍 子 音 、 声 援 ・ 掛 け 声 な ど の 環 境 音 を 効 率 よ く 伝 送

し 、 伝 送 先 で 伝 送 元 の 場 の 雰 囲 気 を 再 現 す る こ と が で き る 環 境 音 合 成 装 置 と し て 、 特 許 文

献 １ が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ の 環 境 音 合 成 装 置 で は 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 に １ フ レ ー ム 分 （ 一 定 時 間 分 ）

の 環 境 音 の テ ン プ レ ー ト と 当 該 テ ン プ レ ー ト の 環 境 音 の 音 量 に 対 応 す る 情 報 と を 対 応 付 け

て 記 憶 し て お き 、 音 源 合 成 部 が 受 信 し た 環 境 音 量 パ ラ メ タ と 同 じ 音 量 大 き さ の テ ン プ レ ー

ト を テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 か ら 選 択 し 、 選 択 し た テ ン プ レ ー ト を 合 成 し て 環 境 音 を 生 成 す る

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ６ ３ １ ４ ５ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 西 村 竜 一 、 宮 里 勉 、 「 仮 想 的 集 団 に よ る 拍 手 音 の 合 成 」 、 電 子 情 報 通 信

学 会 技 術 研 究 報 告 、 電 子 情 報 通 信 学 会 、 1999年 3月 、 M VE,マ ル チ メ デ ィ ア ・ 仮 想 環 境 基 礎

、 98(684), p.17-24,

【 非 特 許 文 献 ２ 】 Stefan Meltzer and Gerald Moser,"MPEG-4 HE-A AC v2 - audio coding

 for today's digital media world," EBU technical review, Jan., 2006.

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ で は 、 伝 送 先 に お け る 残 響 を 考 慮 し て い な い 。 そ の た め 、 生

成 さ れ た 環 境 音 を 再 生 す る と 、 一 点 か ら 環 境 音 が 発 せ ら れ る よ う に 聞 こ え て し ま い 、 実 際

に は 一 点 で は な く 所 定 の 空 間 か ら 発 せ ら れ る 環 境 音 を 適 切 に 再 現 す る こ と が 難 し い 。 特 に

、 伝 送 先 の 空 間 が 広 い 場 合 に そ の 傾 向 が 強 く な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ こ で 本 発 明 で は 、 伝 送 先 に お い て 、 多 数 の 再 生 部 が 存 在 す る 場 合 に そ れ ら を 効 果 的 に

活 用 す る こ と に よ り 、 伝 送 先 で あ た か も 伝 送 元 の 音 源 が そ の 場 (伝 送 先 )に 存 在 す る か の よ

う に 環 境 音 を 再 現 す る こ と が で き る 環 境 音 合 成 シ ス テ ム 、 そ の 方 法 及 び プ ロ グ ラ ム を 提 供

す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 環 境 音 合 成 シ ス テ ム は 、 環 境

音 分 析 装 置 か ら 伝 送 元 の 音 響 信 号 の 音 量 に 関 す る 環 境 音 量 パ ラ メ タ を 取 得 し て 環 境 音 を 生

成 す る 。 Nを １ 以 上 の 整 数 の 何 れ か と し 、 環 境 音 は N個 の 再 生 部 で 再 生 さ れ る も の と し 、 環

境 音 合 成 シ ス テ ム は 、 環 境 音 量 パ ラ メ タ に よ っ て 表 さ れ る 音 量 を 、 N個 の 再 生 部 で 再 生 さ

せ て 実 現 す る た め の パ ラ メ ー タ で あ る 駆 動 パ ラ メ タ に 変 換 す る 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 と 、 環

境 音 の テ ン プ レ ー ト で あ る 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト を 記 憶 す る テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 と 、 環

10

20

30

40

50



(4) JP  6887620  B2  2021.6.16

境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 環 境 音 の 音 量 に 対 応 す る 情 報 と そ の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 長

さ に 対 応 す る 情 報 と を 用 い て 、 駆 動 パ ラ メ タ の 示 す 音 量 が 平 均 的 に 実 現 さ れ る よ う に 、 そ

の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト を 発 生 さ せ る タ イ ミ ン グ を 決 定 し 、 再 生 音 を 合 成 す る 再 生 音 合

成 部 と を 含 む 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 環 境 音 合 成 方 法 は 、 環 境 音

分 析 装 置 か ら 伝 送 元 の 音 響 信 号 の 音 量 に 関 す る 環 境 音 量 パ ラ メ タ を 取 得 し て 環 境 音 を 生 成

す る 。 Nを １ 以 上 の 整 数 の 何 れ か と し 、 環 境 音 は N個 の 再 生 部 で 再 生 さ れ る も の と し 、 テ ン

プ レ ー ト 記 憶 部 に は 、 環 境 音 の テ ン プ レ ー ト で あ る 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト が 記 憶 さ れ て

い る も の と し 、 環 境 音 合 成 方 法 は 、 環 境 音 量 パ ラ メ タ に よ っ て 表 さ れ る 音 量 を 、 N個 の 再

生 部 で 再 生 さ せ て 実 現 す る た め の パ ラ メ ー タ で あ る 駆 動 パ ラ メ タ に 変 換 す る 駆 動 パ ラ メ タ

算 出 ス テ ッ プ と 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 環 境 音 の 音 量 に 対 応 す る 情 報 と そ の 環 境 音 素

片 テ ン プ レ ー ト の 長 さ に 対 応 す る 情 報 と を 用 い て 、 駆 動 パ ラ メ タ の 示 す 音 量 が 平 均 的 に 実

現 さ れ る よ う に 、 そ の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト を 発 生 さ せ る タ イ ミ ン グ を 決 定 し 、 再 生 音

を 合 成 す る 再 生 音 合 成 ス テ ッ プ と を 含 む 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 伝 送 先 で あ た か も 伝 送 元 の 音 源 が そ の 場 (伝 送 先 )に 存 在 す る か の よ う

に 環 境 音 を 再 現 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 環 境 音 伝 送 シ ス テ ム の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ 】 端 末 指 示 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ３ 】 端 末 指 示 装 置 の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 図 。

【 図 ４ 】 環 境 音 再 生 端 末 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ５ 】 環 境 音 再 生 端 末 の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 図 。

【 図 ６ 】 合 成 タ ス ク を 説 明 す る た め の 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に 用 い る 図 面 で は 、 同

じ 機 能 を 持 つ 構 成 部 や 同 じ 処 理 を 行 う ス テ ッ プ に は 同 一 の 符 号 を 記 し 、 重 複 説 明 を 省 略 す

る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 ベ ク ト ル や 行 列 の 各 要 素 単 位 で 行 わ れ る 処 理 は 、 特 に 断 り が 無

い 限 り 、 そ の ベ ク ト ル や そ の 行 列 の 全 て の 要 素 に 対 し て 適 用 さ れ る も の と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 の ポ イ ン ト ＞

　 伝 送 元 で 発 生 し た 環 境 音 の 音 量 に 対 応 す る 情 報 を 伝 送 先 に 送 り 、 そ の 音 量 を 伝 送 先 に 分

散 し て 配 置 さ れ た 複 数 の 再 生 部 (ス ピ ー カ )を 駆 動 す る こ と に よ っ て 実 現 す る 。

　 本 実 施 形 態 で は 環 境 音 再 生 端 末 が 伝 送 先 の 会 場 内 に 分 散 し て 複 数 配 置 さ れ て お り 、 こ の

環 境 音 再 生 端 末 が 全 体 と し て 伝 送 元 で 生 じ た 環 境 音 の 音 量 を 模 擬 で き る よ う な 動 作 を 行 う

。

【 ０ ０ １ ６ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 に 係 る 環 境 音 伝 送 シ ス テ ム ＞

　 図 １ は 第 一 実 施 形 態 に 係 る 環 境 音 伝 送 シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る

。

　 本 実 施 形 態 の 環 境 音 伝 送 シ ス テ ム １ ０ ０ ０ は 、 伝 送 元 の 環 境 音 分 析 装 置 １ と 、 伝 送 先 の

端 末 指 示 装 置 ２ １ 、 N個 の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ (あ わ せ て 環 境 音 合 成 サ ブ シ ス テ ム ２ )

か ら 構 成 さ れ る 。 Nは 1以 上 の 整 数 の 何 れ か で あ り 、 n=1,2,… ,Nで あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ 環 境 音 分 析 装 置 １ ＞

　 拍 手 や 手 拍 子 音 、 声 援 ・ 掛 け 声 な ど の 環 境 音 の 総 音 量 は 、 観 客 の 人 数 が 多 い ほ ど 大 き く
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な る 。 環 境 音 分 析 装 置 １ で は 伝 送 元 の 環 境 音 そ の も の を 伝 送 す る の で は な く 、 環 境 音 の 音

量 を 表 す 情 報 だ け を 抽 出 す る こ と に よ り 、 収 音 さ れ た 環 境 音 を 効 率 よ く 低 遅 延 に 伝 送 す る

こ と が 可 能 と な っ て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 環 境 音 分 析 装 置 １ は 、 入 力 さ れ た 音 響 信 号

（ 環 境 音 ） の 音 量 に 対 応 す る 情 報 （ 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j ） を 抽 出 し 、 出 力 す る 。 こ こ で j

は フ レ ー ム の イ ン デ ッ ク ス を 示 し 、 環 境 音 分 析 装 置 １ は フ レ ー ム 毎 に 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j

を 出 力 す る 。 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j の 抽 出 方 法 と し て は 様 々 な 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。

例 え ば 、 特 許 文 献 １ の 方 法 に よ り 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j を 抽 出 し て も よ く 、 伝 送 元 で 収 音 し

た 音 響 信 号 の 平 均 エ ネ ル ギ ー E j に 対 応 す る 情 報 等 を 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j と し て 用 い る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ 環 境 音 合 成 サ ブ シ ス テ ム ２ ＞

　 環 境 音 合 成 サ ブ シ ス テ ム ２ は 、 端 末 指 示 装 置 ２ １ と N台 の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ に よ

っ て 構 成 さ れ る 。 環 境 音 分 析 装 置 １ よ り 入 力 さ れ た 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j に 基 づ き 端 末 指 示

装 置 ２ １ は 駆 動 パ ラ メ タ D j を 求 め 、 N台 の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ に 送 信 し 、 N台 の 環 境 音

再 生 端 末 ２ ２ － ｎ か ら 予 め 記 憶 さ れ た 環 境 音 の テ ン プ レ ー ト (以 下 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ

ー ト と も い う )が 再 生 さ れ る 頻 度 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ っ て 環 境 音 を 合 成 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

＜ 端 末 指 示 装 置 ２ １ ＞

　 本 実 施 形 態 の 端 末 指 示 装 置 ２ １ は 、 環 境 音 分 析 装 置 １ か ら 伝 送 元 の 音 響 信 号 の 音 量 に 関

す る 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j を 取 得 し 、 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j を 駆 動 パ ラ メ タ D j に 変 換 し た 上 で

各 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ に 駆 動 パ ラ メ タ D j を 分 配 す る 。

　 本 実 施 形 態 の 端 末 指 示 装 置 ２ １ は 、 デ ー タ 受 信 部 ２ １ １ と 、 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ２ １ ２

と 、 駆 動 パ ラ メ タ D j を 送 信 す る 端 末 指 示 部 ２ １ ３ と を 備 え る 。 図 ２ は 端 末 指 示 装 置 ２ １ の

機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 、 図 ３ は そ の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

＜ デ ー タ 受 信 部 ２ １ １ ＞

　 デ ー タ 受 信 部 ２ １ １ は 、 環 境 音 分 析 装 置 １ か ら 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j を 受 信 し （ Ｓ ２ １ １

） 、 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ２ １ ２ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

＜ 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ２ １ ２ ＞

　 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ２ １ ２ は 、 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j を 入 力 と し 、 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j か

ら 音 量 を 抽 出 し 、 さ ら に 駆 動 パ ラ メ タ D j に 変 換 し （ Ｓ ２ １ ２ ） 、 出 力 す る 。 本 実 施 形 態 で

は 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j は 伝 送 元 の 環 境 音 の 音 量 に 対 応 す る 値 で あ り 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ

て い る よ う に 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j か ら 音 量 に 対 応 す る 情 報 (平 均 エ ネ ル ギ ー E' j )を 抽 出 で

き る 。 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ２ １ ２ は 情 報 (平 均 エ ネ ル ギ ー E' j )に よ っ て 表 さ れ る 音 量 を 、 N

個 の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ （ 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ ） 全 体 を 駆 動 さ せ て 実 現 す る た め の パ ラ

メ タ で あ る 駆 動 パ ラ メ タ D j に 変 換 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 実 施 形 態 で は 音 量 に 対 応 す る 情 報 (平 均 エ ネ ル ギ ー E' j )を 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ の

総 数 Nを 用 い て 、

D j =E' j /N

に よ り 駆 動 パ ラ メ タ D j に 変 換 す る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 か ら 明 ら か で あ る が 、 駆 動 パ ラ メ タ

算 出 部 ２ １ ２ は 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ の 総 数 Nの 値 を 保 持 し て い る も の と す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

＜ 端 末 指 示 部 ２ １ ３ ＞

　 端 末 指 示 部 ２ １ ３ は 、 駆 動 パ ラ メ タ D j を 入 力 と し 、 N個 の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ 全 て

に 駆 動 パ ラ メ タ D j を 分 配 す る （ Ｓ ２ １ ３ ） 。 本 実 施 形 態 で は 端 末 指 示 部 ２ １ ３ は N個 の 環

境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ に 同 じ 情 報 を 伝 え る 。 環 境 音 再 生 端 末 の 個 別 識 別 の 必 要 が な い た め

、 単 純 な 通 信 方 式 で 伝 え る こ と が で き る 。 例 え ば bluetooth(登 録 商 標 ), wifi(登 録 商 標 )

な ど で 実 現 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】

＜ 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ ＞

　 本 実 施 形 態 の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ は 、 N個 存 在 し 、 そ れ ぞ れ 端 末 指 示 装 置 ２ １ か ら

駆 動 パ ラ メ タ D j を 取 得 し 、 そ の 駆 動 パ ラ メ タ D j を 用 い て 再 生 部 か ら 音 を 発 生 さ せ る こ と を

特 徴 と す る 。

　 図 ４ は 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 、 図 ５ は そ の 処 理 フ ロ ー の 例 を 示 す

。 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ は 、 再 生 情 報 受 信 部 ２ ２ １ － ｎ 、 再 生 音 合 成 部 ２ ２ ２ － ｎ 、 再

生 部 ２ ２ ３ － ｎ 及 び テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ を 備 え る 。 N個 の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２

－ ｎ 全 体 の 発 す る 音 で あ た か も 伝 送 元 の 人 間 が そ の 場 で 環 境 音 を 発 し て い る か の よ う に 環

境 音 を 合 成 す る よ う に 動 作 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

＜ 再 生 情 報 受 信 部 ２ ２ １ － ｎ ＞

　 再 生 情 報 受 信 部 ２ ２ １ － ｎ は 、 端 末 指 示 装 置 ２ １ か ら 駆 動 パ ラ メ タ D j を 受 信 (取 得 )し （

Ｓ ２ ２ １ ） 、 再 生 音 合 成 部 ２ ２ ２ － ｎ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

＜ テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ ＞

　 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ に は 、 L個 の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i と 、 そ の L個 の 環

境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 音 量 に そ れ ぞ れ 対 応 す る L個 の 情 報 G i と 、 L個 の 環 境 音 素 片 テ ン

プ レ ー ト の 長 さ に そ れ ぞ れ 対 応 す る L個 の 情 報 τ i と が 組 み に な っ て 保 存 さ れ て い る 。 た だ

し 、 ｉ は 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の イ ン デ ッ ク ス を 示 し 、 i=1,2,… ,Lで あ り 、 Lは 1以 上 の

自 然 数 の 何 れ か で あ る 。 こ こ で 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト と は 一 人 の 人 間 の 行 動 に よ っ て 生

じ る 環 境 音 （ 300ms程 度 ） を さ し 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 音 量 に 対 応 す る 情 報 と は 例

え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 手 法 に よ っ て 計 算 さ れ る 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 持 つ 音 量

で あ る 。 例 え ば 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i が Hサ ン プ ル で 構 成 さ れ る 信 号 列 X i =(x i (1),x

i (2),… ,x i (H))か ら な る 場 合 、 信 号 列 X i =(x i (1),x i (2),… ,x i (H))か ら 、 環 境 音 素 片 テ ン

プ レ ー ト T i の 平 均 エ ネ ル ギ ー

【 数 １ 】

を 計 算 し 、 こ の 平 均 エ ネ ル ギ ー E i を 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 音 量 に 対 応 す る 情 報 G i と

し て 利 用 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 実 施 形 態 で は 拍 手 音 を 例 に 用 い る た め 、 異 な る 人 の 一 拍 分 の 拍 手 音 の 環 境 音 素 片 テ ン

プ レ ー ト T i と そ の 長 さ に 対 応 す る 情 報 τ i と 、 そ の 音 量 (平 均 エ ネ ル ギ ー )に 対 応 す る 情 報 G

i が 組 に な っ て 記 憶 さ れ て い る 。 例 え ば 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 長 さ に 対 応 す る 情

報 τ i と し て は 長 さ そ の も の [ms]を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 １ 人 分 の 拍 手 音 の 音 量 の 差 は 小 さ い の で 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ に 記 憶

さ れ て い る 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の い ず れ か 一 つ に つ い て 計 算 さ れ た 平 均 エ ネ ル ギ ー

E i を 、 L個 全 て の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 音 量 に 対 応 す る 情 報 Gと し て 1つ 記 憶 し て お

い て も よ い 。 ま た 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ に 記 憶 さ れ て い る 全 環 境 音 素 片 テ ン プ

レ ー ト の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 平 均 値 Eを 、 L個 全 て の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 音 量 に 対 応

す る 情 報 Gと し て テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ に 記 憶 し て お い て も よ い 。 あ る い は 、 予

め 定 め た 定 数 を 音 量 に 対 応 す る 情 報 Gと し て テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ に 記 憶 し て お

い て も 良 い 。 ま た 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ に 予 め 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 音 量

に 対 応 す る 情 報 を 記 憶 せ ず 、 そ の 都 度 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ か ら ラ ン ダ ム に 選 択

し た 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T I に つ い て 計 算 し た 平 均 エ ネ ル ギ ー E I を 環 境 音 素 片 テ ン プ レ

ー ト T I の 音 量 に 対 応 す る 情 報 G I と し て 用 い て も 良 い 。 Iは 1,2,… ,Lの 何 れ か で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 ま た 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ に 予 め 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 長 さ に 対 応 す

る 情 報 τ i を 記 憶 せ ず 、 そ の 都 度 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ か ら ラ ン ダ ム に 選 択 し た

環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T I か ら 取 得 (計 算 )し て も 良 い 。

　 よ っ て 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ に は 、 少 な く と も L個 の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー

ト T i が 記 憶 さ れ て い れ ば よ い 。 ま た 、 L個 の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i は 、 テ ン プ レ ー ト

記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ 毎 に 異 な る も の を 用 い て も よ い し 、 同 じ も の を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

＜ 再 生 音 合 成 部 ２ ２ ２ － ｎ ＞

　 再 生 音 合 成 部 ２ ２ ２ － ｎ は 、 駆 動 パ ラ メ タ D j を 入 力 と し 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ －

ｎ か ら (L個 の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 中 か ら )ラ ン ダ ム に 1つ の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー

ト T I を 選 択 し 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T I の 環 境 音 の 音 量 に 対 応 す る 情 報 G I と 環 境 音 素 片

テ ン プ レ ー ト T I の 環 境 音 の 長 さ に 対 応 す る 情 報 τ I と を 用 い て 、 駆 動 パ ラ メ タ D j の 示 す 音

量 が 平 均 的 に 実 現 さ れ る よ う に 、 再 生 音 を 合 成 し （ Ｓ ２ ２ ２ ） 、 出 力 す る 。 そ の 繰 り 返 し

頻 度 (環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T I を 発 生 さ せ る タ イ ミ ン グ )は 駆 動 パ ラ メ タ D j を も と に 決 定

さ れ 、 駆 動 パ ラ メ タ D j の 示 す 音 量 が 平 均 的 に 実 現 さ れ る よ う に 決 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 例 え ば 、 再 生 音 合 成 部 ２ ２ ２ － ｎ は 、 駆 動 パ ラ メ タ D j と 、 選 択 し た 環 境 音 素 片 テ ン プ レ

ー ト T I の 音 量 、 長 さ に 対 応 す る 情 報 G I ， τ I を 用 い て 、 時 間 τ I G I /D j を 計 算 す る 。 こ の 時

間 τ I G I /D j 中 に ラ ン ダ ム に 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T I を 1回 発 生 さ せ て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ

に 出 力 し 、 時 間 τ I G I /D j が 経 過 し た 後 に 再 び 駆 動 パ ラ メ タ D j を 取 得 し 、 同 じ 動 作 を 繰 り 返

せ ば よ い 。 な お 、 駆 動 パ ラ メ タ D j =0の と き 、 ま た は 、 時 間 τ I G I /D j が あ る 時 間 （ 例 え ば 1[

s]） を 超 え る 場 合 に は 、 前 述 の あ る 時 間 （ 例 え ば 1[s]） 経 過 後 に 強 制 的 に 駆 動 パ ラ メ タ D j

を 取 得 し 再 び 動 作 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

＜ 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ ＞

　 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ は 、 再 生 音 合 成 部 ２ ２ ２ － ｎ が 合 成 し た 拍 手 音 (環 境 音 素 片 テ ン プ レ

ー ト T I )を 再 生 す る (Ｓ ２ ２ ３ )。

【 ０ ０ ３ ３ 】

＜ 効 果 ＞

　 以 上 の 構 成 に よ り 、 複 数 の ス ピ ー カ (再 生 部 )が 配 置 さ れ た 場 合 で も 各 々 が 自 然 な 音 量 の

拍 手 音 を 合 成 す る こ と が 出 来 る 。 な お 、 単 に 同 じ 音 を 分 け て 再 生 す る と 小 さ な 拍 手 音 に な

っ て し ま う が 、 本 実 施 形 態 で は 上 述 の 構 成 に よ り 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 し て い る 。

　 観 客 の 中 に 分 散 配 置 さ れ た ス ピ ー カ か ら 音 を 出 す こ と に よ り 、 特 別 な 残 響 処 理 を 施 さ ず

と も 観 客 の 位 置 か ら 観 客 の 出 す ド ラ イ な 環 境 音 が 再 生 さ れ る た め 、 自 然 な 環 境 音 を 伝 送 先

に 再 現 す る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

＜ 変 形 例 ＞

　 第 一 実 施 形 態 で は 、 伝 送 元 の 環 境 音 の 例 と し て 拍 手 音 を 対 象 と し 、 伝 送 元 の 拍 手 音 を 分

析 す る 環 境 音 分 析 装 置 １ の 動 作 例 を 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 拍 手 音 以 外 の 環 境 音 を 対 象

と し て も 良 い 。 例 え ば 、 声 援 や 掛 け 声 な ど を 環 境 音 と し て も 良 い し 、 伝 送 元 で 収 音 さ れ る

音 の 中 か ら 伝 送 元 会 場 の メ イ ン コ ン テ ン ツ の 音 を 除 い た 音 響 信 号 （ 雑 音 を 含 む ） を 環 境 音

と し て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 拍 手 音 や 声 援 ・ 掛 け 声 、 雑 音 な ど は 、 い ず れ も 伝 送 元 の 会 場 の 雰 囲 気 を 決 定 づ け る 重 要

な 要 素 で あ る 一 方 で 、 い ろ い ろ な 音 響 信 号 が 混 合 さ れ た 白 色 雑 音 に 近 い 信 号 で あ る 。 前 述

し た よ う に こ れ ら の 音 を 環 境 音 と 呼 ぶ 。 伝 送 元 で 環 境 音 が 発 せ ら れ た タ イ ミ ン グ 及 び 音 量

が 保 た れ て い れ ば 、 信 号 そ の も の は 伝 送 元 の 環 境 音 と 全 く 同 じ 信 号 で な く と も 、 場 の 雰 囲

気 を 再 現 す る こ と が で き る 。 そ こ で 、 環 境 音 分 析 装 置 １ に お い て 、 伝 送 元 の 環 境 音 の 音 量

に 関 す る パ ラ メ タ を 抽 出 す る こ と で 、 伝 送 元 に お い て 収 音 さ れ た 環 境 音 を 効 率 よ く 低 遅 延

に 伝 送 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 端 末 指 示 部 ２ １ ３ は 、 駆 動 パ ラ メ タ D j を 入 力 と し 、 N個 の 環 境 音 再 生

端 末 ２ ２ － ｎ 全 て に 駆 動 パ ラ メ タ D j を 分 配 し て い る が 、 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ 毎 に 駆 動

パ ラ メ タ D j に 対 応 す る 情 報 を 分 配 す る 構 成 と し て も よ い 。 例 え ば 、 端 末 指 示 部 ２ １ ３ に お

い て 、 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ 毎 の 時 間 τ i G i /D j を 計 算 し 、 イ ン デ ッ ク ス iと と も に 出 力

す る 構 成 と し て も よ い 。 再 生 音 合 成 部 ２ ２ ２ － ｎ で は 、 イ ン デ ッ ク ス iに 対 応 す る 環 境 音

素 片 テ ン プ レ ー ト T i を テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ２ ２ ４ － ｎ か ら 取 り 出 し 、 時 間 τ i G i /D j 中 に ラ

ン ダ ム に 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i を １ 回 発 生 さ せ て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ に 出 力 す る 。 こ の

場 合 、 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ の 個 別 識 別 が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 さ ら に 、 端 末 指 示 装 置 ２ １ 側 で 各 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ で 再 生 す る 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト

T i を 発 生 さ せ 、 各 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ に 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。 た だ し 、 音 声 デ ー タ (

環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i )を そ の ま ま 伝 送 す る た め 、 駆 動 パ ラ メ タ D j の み を 伝 送 す る 場

合 に 比 べ 、 端 末 指 示 装 置 ２ １ と 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ と の 間 の 伝 送 量 が 増 え る 。 こ の 場

合 、 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ は 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ の み を 含 め ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 、 再 生 音 合 成 部 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 か ら な る 構 成 を 環 境 音

合 成 シ ス テ ム と も い う 。 ま た 、 環 境 音 合 成 シ ス テ ム は 、 再 生 部 を 含 ま な く と も よ く 、 再 生

部 を 別 装 置 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 の ポ イ ン ト ＞

　 第 一 実 施 形 態 で は 、 N個 の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ 全 体 か ら 再 生 さ れ る 音 量 が 伝 送 元 の

環 境 音 の 音 量 と 近 い 状 態 が 実 現 で き る 。 し か し 、 例 え ば 、 あ る 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ が

一 人 分 の 拍 手 音 し か 出 さ な い 場 合 、 再 生 音 合 成 部 ２ ２ ２ － ｎ で は 、 様 々 な 環 境 音 素 片 テ ン

プ レ ー ト T i が ラ ン ダ ム に 用 い ら れ る た め に 、 同 一 人 物 が 出 し て い る か の よ う な 環 境 音 を 再

現 し づ ら い と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 そ こ で 、 環 境 音 を 合 成 す る 際 に 、 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ 上 で 一 人 の 人 が 出 す 環 境 音 を

ひ と つ の タ ス ク (以 下 、 合 成 タ ス ク と も い う )と し て 管 理 し 、 そ の 合 成 タ ス ク の 増 減 に よ っ

て 音 量 を 調 節 す る こ と に よ り 、 あ た か も 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ の 場 所 に 人 が い る か の よ

う な 自 然 な 環 境 音 を 合 成 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 以 下 に そ の 具 体 的 な 構 成 を 記 す 。

＜ 第 二 実 施 形 態 に 係 る 環 境 音 伝 送 シ ス テ ム ＞

　 第 一 実 施 形 態 と 異 な る 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

＜ 環 境 音 再 生 端 末 ３ ２ － ｎ ＞

　 本 実 施 形 態 で は 、 一 人 の 人 物 が 出 す 環 境 音 を ひ と つ の 合 成 タ ス ク と し て 管 理 す る こ と に

よ り 、 伝 送 先 の 会 場 内 に 会 場 元 で 計 測 さ れ た 環 境 音 の 音 量 を 自 然 に 再 現 で き る 数 の 人 間 が

伝 送 先 に 存 在 す る か の よ う な 自 然 な 環 境 音 を 再 現 す る 。 環 境 音 再 生 端 末 ３ ２ － ｎ 上 で 一 人

の 人 物 が 出 す 環 境 音 を ひ と つ の 合 成 タ ス ク と し て 管 理 し 、 こ の 合 成 タ ス ク の 増 減 に よ っ て

環 境 音 の 音 量 を コ ン ト ロ ー ル す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

＜ 環 境 音 再 生 端 末 ３ ２ － ｎ の 再 生 音 合 成 部 ３ ２ ２ － ｎ ＞

　 本 実 施 形 態 で は 駆 動 パ ラ メ タ D j に よ っ て 表 さ れ る 音 量 の 拍 手 を 行 う の に 必 要 な 人 数 が あ

た か も 環 境 音 再 生 端 末 ３ ２ － ｎ (再 生 部 ２ ２ ３ )の 存 在 す る 位 置 で 拍 手 を し て い る か の よ う

な 再 生 音 を 発 生 す る 。 そ の た め に 、 特 定 の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i を あ る 一 定 の 周 期 で

繰 り 返 す こ と に よ り 一 人 の 人 物 の 環 境 音 を 模 擬 し 、 こ の 模 擬 し た 人 物 の 環 境 音 の 発 生 と 終

了 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ り 駆 動 パ ラ メ タ D j の 表 す 音 量 を 実 現 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 ま ず 、 拍 手 音 が 収 録 さ れ た 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i を 用 い て 一 人 の 人 物 の 環 境 音 を 模

擬 す る 方 法 を 示 す 。 本 実 施 形 態 で は 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T I を (情 報 τ i に 対 応 す る )そ

の 長 さ ご と に 再 生 す る こ と に よ っ て 実 現 す る 。 こ の よ う に 同 じ 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T I

を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 時 間 τ i G i /D j ご と に ラ ン ダ ム に 選 択 し た 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー

ト T i を 再 生 す る よ り 同 一 性 が 高 ま り 、 繰 返 し 周 期 も 一 定 に な る た め あ た か も 一 人 の 人 間 が

拍 手 し て い る か の よ う な 環 境 音 を 作 成 す る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 さ ら に 発 生 間 隔 τ I に ± 10ms前 後 の 揺 ら ぎ を 持 た せ る こ と で 、 よ り 自 然 な 一 人 の 人 物 の

拍 手 音 を 再 現 す る こ と が 出 来 る 。 以 降 説 明 の 簡 単 の た め 、 前 述 の 方 法 で 環 境 音 素 片 テ ン プ

レ ー ト T I に よ っ て 一 人 の 人 物 の 環 境 音 を 再 現 し て い る 状 況 を 合 成 タ ス ク L k と し (kは 合 成 タ

ス ク の イ ン デ ッ ク ス で あ り 、 k=1,2,… ,Θ j と す る )、 そ の 合 成 タ ス ク 集 合 を [L]=[L 1 ,L 2 ,…

,L Θ j ]と す る 。 た だ し 、 Θ j は 伝 送 元 の 環 境 音 の 音 量 に 合 わ せ て 増 減 す る 値 で あ る 。 図 ６

は 合 成 タ ス ク を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 以 下 、 具 体 的 な 再 生 音 合 成 部 ３ ２ ２ － ｎ の 動 作 を 示 す 。 再 生 音 合 成 部 ３ ２ ２ － ｎ は 、 駆

動 パ ラ メ タ D j を 入 力 と し 、 駆 動 パ ラ メ タ D j の 示 す 音 量 が 実 現 さ れ る た め に 必 要 な 人 数 に 対

応 す る 人 が そ れ ぞ れ 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ の 存 在 す る 位 置 で 環 境 音 を 発 し て い る か の よ う な 再

生 音 を 合 成 し （ Ｓ ３ ２ ２ ） 、 出 力 す る 。 例 え ば 、 再 生 音 合 成 部 ３ ２ ２ － ｎ は 、 現 在 合 成 中

の 音 量 O j - 1 、 直 前 に 取 得 し た 駆 動 パ ラ メ タ D j - 1 を 保 持 し て お り 、 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に よ

っ て 再 生 音 を 合 成 し て い る 。 新 た に 駆 動 パ ラ メ タ D j を 取 得 し 、 駆 動 パ ラ メ タ D j の 値 に よ り

以 下 の 動 作 を 行 う 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

(A)D j ＝ D j - 1 の 場 合 (環 境 音 の 音 量 に 変 化 が な い 場 合 )

　 O j ← O j - 1 と す る 。 現 在 の 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に よ る 合 成 音 再 生 を 継 続 す る 。 つ ま り 、 合

成 タ ス ク 集 合 [L]に 含 ま れ る Θ j 個 の 合 成 タ ス ク L k (k=1,2,… ,Θ j )に そ れ ぞ れ 対 応 す る 環 境

音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i を (情 報 τ i に 対 応 す る )そ の 長 さ 毎 に 発 生 さ せ て 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ

に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

(B)D j >D j - 1 の 場 合 (環 境 音 の 音 量 が 大 き く な る 場 合 )

　 (i)O j ← O j - 1 と す る 。

　 (ii)L個 の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 中 か ら ラ ン ダ ム に 1個 の 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト

T I を 選 択 す る 。 (D j -O j )>G I で あ れ ば (iii)へ 、 そ れ 以 外 ((D j -O j )≦ G I )は (iv)へ 移 行 す る 。

　 (iii)環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T I を も と に 合 成 タ ス ク L k を 新 た に 合 成 し 、 合 成 タ ス ク 集

合 [L]に 加 え 、 Θ j ← Θ j +1、 O j ← O j +G i と す る 。 (ii)へ 戻 る 。

　 (iv)現 在 の 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に よ る 合 成 音 再 生 を 継 続 す る 。

　 上 述 の (i)～ (iv)に 係 る 処 理 に よ り 、 環 境 音 の 音 量 が 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 音 量

に 対 応 す る 情 報 G I よ り も 大 き く な る 場 合 、 新 た な 拍 手 音 を 合 成 し 、 伝 送 先 で 再 生 さ れ る 環

境 音 の 音 量 を 大 き く す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

(C)D j <D j - 1 の 場 合 (環 境 音 の 音 量 が 小 さ く な る 場 合 )

　 (v)O j ← O j - 1 と す る 。

　 (vi)合 成 タ ス ク 集 合 [L]の 中 か ら ラ ン ダ ム に 1つ 合 成 タ ス ク L m (mは 1,2,… ,Θ j の 何 れ か )

を 選 択 し 、 合 成 タ ス ク L m が 用 い る 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T m の 平 均 エ ネ ル ギ ー E m を 音 量 に

対 応 す る 情 報 G m と し て 用 い て 、 (D j -O j )<G m で あ れ ば (vii)へ 、 そ れ 以 外 ((D j -O j )≧ G m )は (v

iii)へ 移 行 す る 。

　 (vii)合 成 タ ス ク L m の 合 成 を 終 了 し 、 合 成 タ ス ク 集 合 [L]か ら 合 成 タ ス ク L m を 除 き 、 Θ j

← Θ j -1、 O j ← O j -G m と し 、 (vi)へ 戻 る 。

　 (viii)現 在 の 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に よ る 合 成 音 再 生 を 継 続 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 上 述 の (v)～ (viii)に 係 る 処 理 に よ り 、 環 境 音 の 音 量 が 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト の 音
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量 に 対 応 す る 情 報 G m よ り も 小 さ く な る 場 合 、 合 成 タ ス ク 集 合 [L]の 中 か ら 合 成 タ ス ク を 削

除 し 、 伝 送 先 で 再 生 さ れ る 環 境 音 の 音 量 を 小 さ く す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

＜ 効 果 ＞

　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と で 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に

、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 環 境 音 再 生 端 末 上 で 一 人 の 人 が 出 す 環 境 音 を ひ と つ の 合 成 タ ス ク

と し て 管 理 し 、 そ の 合 成 タ ス ク の 増 減 に よ っ て 音 量 を 調 節 す る こ と に よ り 、 あ た か も 環 境

音 再 生 端 末 の 場 所 に 人 が い る か の よ う な 自 然 な 環 境 音 を 合 成 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

＜ 変 形 例 ＞

　 な お 、 合 成 タ ス ク 集 合 [L]は な る べ く 不 均 一 な タ イ ミ ン グ で 拍 手 が 行 わ れ る ほ う が 自 然

で あ る 。 と こ ろ が 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i が 全 て 同 じ 長 さ で あ っ た り 、 フ レ ー ム 更 新

間 隔 が 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 長 さ よ り 長 か っ た り す る と 、 合 成 タ ス ク L k の オ ン セ ッ

ト (開 始 時 刻 )が 揃 っ て し ま う 場 合 が あ る 。 そ の 場 合 は 前 述 の (iii)で 、 環 境 音 素 片 テ ン プ

レ ー ト T I を 用 い た 合 成 タ ス ク L k を 開 始 す る 時 に 0か ら τ I ま で 間 で ラ ン ダ ム な タ イ ム ラ グ を

入 れ る こ と に よ っ て 解 決 で き る (図 ６ の タ イ ム ラ グ 参 照 )。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 合 成 タ ス ク L k の 合 成 終 了 を 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 再 生 が 終 了 し た 時 点 と し

、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i の 再 生 途 中 で 音 が 切 れ な い よ う に (ブ チ ッ と 切 れ な い よ う に )

し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 さ ら に 、 合 成 タ ス ク L k が 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i で 構 成 さ れ る 場 合 に 、 そ の 繰 返 し 周

期 を τ i で 設 定 し た が 、 繰 返 し 周 期 を τ i ～ τ i +100ms程 度 の ラ ン ダ ム な 周 期 に 設 定 し て も

良 い 。 こ う す る こ と で 、 同 じ 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i が 合 成 タ ス ク L k に 登 録 さ れ た 場 合

の 不 自 然 さ が 軽 減 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 端 末 指 示 部 ２ １ ３ は 、 駆 動 パ ラ メ タ D j を 入 力 と し 、 N個 の 環 境 音 再 生

端 末 ２ ２ － ｎ 全 て に 駆 動 パ ラ メ タ D j を 分 配 し て い る が 、 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ 毎 に 駆 動

パ ラ メ タ D j に 対 応 す る 情 報 を 分 配 す る 構 成 と し て も よ い 。 例 え ば 、 端 末 指 示 部 ２ １ ３ に お

い て 、 環 境 音 再 生 端 末 ３ ２ － ｎ 毎 の 合 成 タ ス ク 集 合 [L]を 求 め 、 出 力 す る 構 成 と し て も よ

い 。 再 生 音 合 成 部 ３ ２ ２ － ｎ で は 、 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に よ る 合 成 音 再 生 を 継 続 す れ ば よ

い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 さ ら に 、 端 末 指 示 装 置 ２ １ 側 で 各 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ に 対 応 す る 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に 基

づ き 合 成 音 を 生 成 し 、 各 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ に 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 の ポ イ ン ト ＞

　 第 二 実 施 形 態 に お い て 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ 上 で 一 人 の 人 物 が 出 す 環 境 音 を ひ と つ の

合 成 タ ス ク L k と し て 管 理 で き る よ う に な っ た が 、 そ の 結 果 、 １ つ の 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ －

ｎ で 1.5人 分 に 相 当 す る 環 境 音 を 合 成 す る と い う こ と が 出 来 な く な り 、 N個 の 環 境 音 再 生 端

末 ２ ２ － ｎ 全 体 で 環 境 音 の 音 量 を 再 現 す る 精 度 が 悪 化 す る (端 数 処 理 に よ る 精 度 の 悪 化 )と

い う 問 題 が 新 た に 生 じ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 そ こ で 本 実 施 形 態 で は 、 そ れ ぞ れ の 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ に お い て は 一 人 の 人 物 が 出

す 環 境 音 を ひ と つ の 合 成 タ ス ク L k と し て 管 理 し て 音 を 合 成 し つ つ 、 確 率 的 に 合 成 タ ス ク の

増 減 を 管 理 す る こ と に よ り N個 の 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ 全 体 で 再 現 す る 環 境 音 の 音 量 の

精 度 を 向 上 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 に 係 る 環 境 音 伝 送 シ ス テ ム ＞

　 第 二 実 施 形 態 と 異 な る 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】

　 以 下 に 具 体 的 な 構 成 を 記 述 す る 。

＜ 端 末 指 示 装 置 ４ １ の 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ４ １ ２ ＞

　 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ４ １ ２ は 、 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j を 入 力 と し 、 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j に

基 づ き 、 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ 一 台 あ た り で 実 現 す る べ き 環 境 音 の 人 数 M j を 求 め （ Ｓ ４

１ ２ ） 、 駆 動 パ ラ メ タ D j と し て 端 末 指 示 部 ４ １ ３ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 本 実 施 形 態 で は 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ の テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ４ ２ ４ － ｎ に 記 憶 さ れ て

い る 全 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T 1 ,T 2 ,… ,T L の 平 均 エ ネ ル ギ ー E 1 ,E 2 ,… ,E L の 平 均 値 Eが 環

境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T 1 ,T 2 ,… ,T L の 音 量 に 対 応 す る 情 報 Gと し て 保 持 さ れ て い る と す る 。

駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ４ １ ２ は 、 伝 送 元 か ら 出 力 さ れ た 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j を 入 力 と し (取

得 し )、 環 境 音 量 パ ラ メ タ P j か ら 音 量 に 対 応 す る 情 報 (平 均 エ ネ ル ギ ー E' j )を 求 め る 。 さ ら

に 、 各 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ で 実 現 す る べ き 環 境 音 の 人 数 M j を 、 例 え ば 、 M j =E' j /(G N)

に よ っ て 計 算 し 、 駆 動 パ ラ メ タ D j と し て 出 力 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

＜ 端 末 指 示 装 置 ４ １ の 端 末 指 示 部 ４ １ ３ ＞

　 端 末 指 示 部 ４ １ ３ は 、 駆 動 パ ラ メ タ D j (=M j )を 入 力 と し 、 N個 の 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ

全 て に 駆 動 パ ラ メ タ D j を 分 配 す る （ Ｓ ４ １ ３ ） 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

＜ 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ ＞

　 一 人 の 人 が 出 す 環 境 音 を ひ と つ の 合 成 タ ス ク L k と し て 管 理 す る こ と に よ り 、 伝 送 先 の 会

場 内 に 会 場 元 で 計 測 さ れ た 環 境 音 の 音 量 を 自 然 に 再 現 で き る 数 の 人 間 が 伝 送 先 に 存 在 す る

か の よ う な 自 然 な 環 境 音 を 再 現 す る 。 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 再 現 す る べ き 音 量 に 相 当 す

る 人 数 が 整 数 で は な い 場 合 も N個 の 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ 全 体 で 再 現 す る べ き 音 量 に 近

づ け る た め に 、 確 率 的 に 合 成 タ ス ク の 増 減 を 行 う 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

＜ 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ の テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ４ ２ ４ － ｎ ＞

　 本 実 施 形 態 で は 、 テ ン プ レ ー ト 記 憶 部 ４ ２ ４ － ｎ に は 、 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i と テ

ン プ レ ー ト 記 憶 部 ４ ２ ４ － ｎ に 記 憶 さ れ て い る 全 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T 1 ,T 2 ,… ,T L の

平 均 エ ネ ル ギ ー E 1 ,E 2 ,… ,E L の 平 均 値 Eが 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T 1 ,T 2 ,… ,T L の 音 量 に 対

応 す る 情 報 Gと し て 保 持 さ れ て い る 。 情 報 Gは 、 駆 動 パ ラ メ タ 算 出 部 ４ １ ２ に お い て 、 人 数

M j (=E' j /(G N))を 求 め る 際 に 利 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

＜ 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ の 再 生 音 合 成 部 ４ ２ ２ － ｎ ＞

　 再 生 音 合 成 部 ４ ２ ２ － ｎ は 、 駆 動 パ ラ メ タ D j (=人 数 M j )を 入 力 と し 、 駆 動 パ ラ メ タ D j の

整 数 部 [D j ]に よ っ て 表 さ れ る 音 量 の 拍 手 を 行 う に 必 要 な 人 数 が あ た か も そ の 装 置 の 存 在 す

る 位 置 で 拍 手 を し て い る か の よ う な 再 生 音 を 発 生 し 、 駆 動 パ ラ メ タ D j の 少 数 部 d j に 相 当 す

る 人 数 が N個 の 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ 全 体 で 実 現 さ れ る よ う に 各 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ －

ｎ で 確 率 的 に 人 数 調 整 を 行 い 、 再 生 音 を 合 成 し （ Ｓ ４ ２ ２ ） 、 出 力 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 第 二 実 施 形 態 に 記 載 し た よ う に 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i に よ っ て 一 人 の 人 物 の 環 境 音

を 再 現 す る 合 成 タ ス ク を L k と し 、 こ の L k の 数 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と で 音 量 を コ ン ト ロ ー

ル す る 。 現 在 再 現 中 の 人 数 を Θ j と す る 。 Θ j は 、 現 在 動 作 し て い る 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に

含 ま れ る 合 成 タ ス ク の 数 と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 以 下 に Θ j を 算 出 す る 具 体 的 な 動 作 例 を 示 す 。

(i)D j の 値 を 取 得 す る 。

(ii)[D j ]=[D j - 1 ]で 整 数 値 が 変 わ ら な い 場 合 は (iv)へ 、 変 わ っ た 場 合 は (iii)へ 移 行 す る 。

(iii)確 率 100・ d j ％ で Θ j ← [D j ]+1と し 、 そ れ 以 外 は Θ j ← [D]と し 、 (iv)へ 移 行 す る 。

(iv)少 数 部 分 が 増 加 （ d j -d j - 1 >0） の 場 合 は (v)へ 、 そ の 他 (d j -d j - 1 ≦ 0)の 場 合 は (vi)へ 移
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行 す る 。

(v)Θ j - 1 =[D j ]+1な ら 終 了 す る 。 Θ j - 1 =[D j ]の 場 合 は

【 数 ２ 】

の 確 率 で Θ j ← [D j ]+1と し て 終 了 す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

(vi)Θ j - 1 =[D j ]な ら 終 了 す る 。 Θ j - 1 =[D j ]+1の 場 合 は

【 数 ３ 】

の 確 率 で Θ j ← [D j ]と し て 終 了 す る 。

　 Θ j が 算 出 さ れ た 後 に 、 合 成 タ ス ク 集 合 [L]を 以 下 の よ う に 変 え る 動 作 を 行 う 。

　 Θ j - 1 か ら Θ j が 増 加 し た 場 合 は 、 ラ ン ダ ム に 環 境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i を 選 択 す る 。 環

境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i を も と に 合 成 タ ス ク L k を 新 た に 合 成 し 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に 加 え

る 。 こ れ を (Θ j -Θ j - 1 )回 繰 り 返 す 。

　 Θ j - 1 か ら Θ j が 減 少 し た 場 合 は 、 現 在 の 合 成 タ ス ク 集 合 [L]か ら ラ ン ダ ム に 合 成 タ ス ク L

k を 選 択 し 、 そ の 動 作 を 停 止 す る 。 こ れ を (Θ j - 1 -Θ j )回 繰 り 返 す 。

　 Θ j の 増 減 処 理 後 も 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に も と づ き 引 き 続 き 再 生 音 合 成 を 行 う 。 つ ま り 、

合 成 タ ス ク 集 合 [L]に 含 ま れ る Θ j 個 の 合 成 タ ス ク L k (k=1,2,… ,Θ j )に そ れ ぞ れ 対 応 す る 環

境 音 素 片 テ ン プ レ ー ト T i を (情 報 τ i に 対 応 す る )そ の 長 さ 毎 に 発 生 さ せ て 再 生 部 ２ ２ ３ －

ｎ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

＜ 効 果 ＞

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 環 境 音 再 生 端 末 上 で 一 人 の 人 が 出 す 環 境 音 を ひ と つ の 合 成 タ ス ク

と し て 管 理 す る 場 合 で も 、 確 率 的 に 合 成 タ ス ク の 増 減 を 管 理 す る こ と に よ り 環 境 音 再 生 端

末 全 体 で 再 現 す る 環 境 音 の 音 量 の 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

＜ 変 形 例 ＞

　 本 実 施 形 態 で は 、 端 末 指 示 部 ４ １ ３ は 、 駆 動 パ ラ メ タ D j を 入 力 と し 、 N個 の 環 境 音 再 生

端 末 ２ ２ － ｎ 全 て に 駆 動 パ ラ メ タ D j を 分 配 し て い る が 、 環 境 音 再 生 端 末 ２ ２ － ｎ 毎 に 駆 動

パ ラ メ タ D j に 対 応 す る 情 報 を 分 配 す る 構 成 と し て も よ い 。 例 え ば 、 端 末 指 示 部 ４ １ ３ に お

い て 、 環 境 音 再 生 端 末 ４ ２ － ｎ 毎 の Θ j を 求 め 、 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。 再 生 音 合 成

部 ４ ２ ２ － ｎ で は 、 Θ j に 基 づ き 合 成 タ ス ク 集 合 [L]を 更 新 し 、 合 成 音 再 生 を 継 続 す れ ば よ

い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 さ ら に 、 端 末 指 示 装 置 ４ １ 側 で 各 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ に 対 応 す る 合 成 タ ス ク 集 合 [L]に 基

づ き 合 成 音 を 生 成 し 、 各 再 生 部 ２ ２ ３ － ｎ に 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

＜ そ の 他 の 変 形 例 ＞

　 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 及 び 変 形 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 上 述 の 各 種 の

処 理 は 、 記 載 に 従 っ て 時 系 列 に 実 行 さ れ る の み な ら ず 、 処 理 を 実 行 す る 装 置 の 処 理 能 力 あ

る い は 必 要 に 応 じ て 並 列 的 に あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ て も よ い 。 そ の 他 、 本 発 明 の 趣 旨 を

逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

＜ プ ロ グ ラ ム 及 び 記 録 媒 体 ＞

　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 及 び 変 形 例 で 説 明 し た 各 装 置 に お け る 各 種 の 処 理 機 能 を コ ン ピ ュ

ー タ に よ っ て 実 現 し て も よ い 。 そ の 場 合 、 各 装 置 が 有 す べ き 機 能 の 処 理 内 容 は プ ロ グ ラ ム
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に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 上

記 各 装 置 に お け る 各 種 の 処 理 機 能 が コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 こ の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録

し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気

記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の で も よ い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 ま た 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 流 通 は 、 例 え ば 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た Ｄ Ｖ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ

Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 型 記 録 媒 体 を 販 売 、 譲 渡 、 貸 与 等 す る こ と に よ っ て 行 う 。 さ ら に 、 こ の プ ロ

グ ラ ム を サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ の 記 憶 装 置 に 格 納 し て お き 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 サ ー バ

コ ン ピ ュ ー タ か ら 他 の コ ン ピ ュ ー タ に そ の プ ロ グ ラ ム を 転 送 す る こ と に よ り 、 こ の プ ロ グ

ラ ム を 流 通 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 こ の よ う な プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ は 、 例 え ば 、 ま ず 、 可 搬 型 記 録 媒 体 に 記

録 さ れ た プ ロ グ ラ ム も し く は サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら 転 送 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 、 一 旦 、 自

己 の 記 憶 部 に 格 納 す る 。 そ し て 、 処 理 の 実 行 時 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ は 、 自 己 の 記 憶 部 に 格

納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 読 み 取 り 、 読 み 取 っ た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る 。 ま た 、

こ の プ ロ グ ラ ム の 別 の 実 施 形 態 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ が 可 搬 型 記 録 媒 体 か ら 直 接 プ ロ グ ラ

ム を 読 み 取 り 、 そ の プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ い 。 さ ら に 、 こ の

コ ン ピ ュ ー タ に サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら プ ロ グ ラ ム が 転 送 さ れ る た び に 、 逐 次 、 受 け 取 っ

た プ ロ グ ラ ム に 従 っ た 処 理 を 実 行 す る こ と と し て も よ い 。 ま た 、 サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ か ら

、 こ の コ ン ピ ュ ー タ へ の プ ロ グ ラ ム の 転 送 は 行 わ ず 、 そ の 実 行 指 示 と 結 果 取 得 の み に よ っ

て 処 理 機 能 を 実 現 す る 、 い わ ゆ る Ａ Ｓ Ｐ （ Application Service Provider） 型 の サ ー ビ ス

に よ っ て 、 上 述 の 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し て も よ い 。 な お 、 プ ロ グ ラ ム に は 、 電 子 計 算 機

に よ る 処 理 の 用 に 供 す る 情 報 で あ っ て プ ロ グ ラ ム に 準 ず る も の （ コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る 直

接 の 指 令 で は な い が コ ン ピ ュ ー タ の 処 理 を 規 定 す る 性 質 を 有 す る デ ー タ 等 ） を 含 む も の と

す る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 、 各 装 置 を 構 成 す る

こ と と し た が 、 こ れ ら の 処 理 内 容 の 少 な く と も 一 部 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実 現 す る こ と と し

て も よ い 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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